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一
月
四
日
、
上
勝
町
消
防
団
出

初
式
が
上
勝
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
お
い
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

寒
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
が
、
百

五
十
三
名
の
消
防
団
員
が
参
加
し
、

観
閲
・
分
列
行
進
で
雄
々
し
い
姿

を
披
露
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
笠
松
町
長
よ
り
﹁
東
南

海
・
南
海
地
震
が
い
つ
起
こ
っ
て

も
不
思
議
で
な
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
大
震
災
や
台

風
、
集
中
豪
雨
に
対
処
す
る
た
め

に
全
国
的
に
検
討
さ
れ
て
い
る
消

防
の
広
域
化
な
ど
を
含
め
、
地
元

に
密
着
し
た
消
防
団
の
任
務
が
益
々

重
要
に
な
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、

な
お
一
層
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま

す
。﹂
と
式
辞
が
読
み
上
げ
ら
れ
、

続
い
て
金
石
団
長
よ
り
﹁
限
界
集

落
、
高
齢
化
に
よ
る
災
害
か
ら
の

逃
げ
遅
れ
等
問
題
点
も
多
く
、
近

年
、
消
防
団
と
自
主
防
災
組
織
と

の
連
携
が
益
々
重
要
に
な
っ
て
き

て
お
り
ま
す
の
で
、
自
主
防
災
組

織
の
拡
充
に
向
け
て
支
援
す
る
と

共
に
、
団
員
の
皆
さ
ん
に
は
上
勝

町
の
安
心
安
全
の
た
め
、
今
年
一

年
一
丸
と
な
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
災

害
か
ら
町
民
を
守
り
防
火
・
防
災

に
全
力
を
尽
く
す
こ
と
を
お
願
い

し
ま
す
。
﹂
と
訓
辞
の
後
、
入
団

者
に
辞
令
交
付
が
さ
れ
、
功
績
の

あ
っ
た
団
員
に
各
表
彰
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　
新
た
に
入
団
し
た
団
員
五
名
を

含
め
て
参
列
者
一
同
が
、
今
年
一

年
の
無
事
故
無
火
災
へ
の
決
意
を

新
た
に
﹁
火
の
用
心
﹂
を
三
唱
し

閉
式
し
ま
し
た
。
閉
式
後
、
福
川

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
放
水
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
こ
れ
か
ら
の
時
季
空
気
が

乾
燥
し
、
火
災
の
起
こ
り
や
す
い

状
況
が
続
き
ま
す
の
で
、
特
に
火

の
取
扱
い
に
は
注
意
し
、
火
を
付

け
た
ら
離
れ
な
い
、
火
は
最
後
ま

で
確
実
に
消
火
す
る
等
火
災
予
防

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

 

︵
敬
称
略
︶

傍
示
分
団
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福
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分
団
　

団
　

員

　
浦 
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健 

作

一
、
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

■
永
年
勤
続
章

本
　
　

団
　

副
団
長
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利 

一

生
実
分
団
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分
団
長
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俊

生
実
分
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部
　

長

　
関
　  

康 

昭

生
実
分
団
　

団
　

員

　
谷 

崎 

重 

徳

二
、
徳
島
県
知
事
表
彰

■
消
防
功
労
者

生
実
分
団
　

分
団
長

　
細 

束 

修 

司

藤
川
分
団
　

部
　

長

　
西 

口 

賢 

一

傍
示
分
団
　

部
　

長

　
横 
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志

三
、
徳
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

■
功 
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福
川
分
団
　

分
団
長

　
志 
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陽

藤
川
分
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傍
示
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分
団
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■
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章

福
原
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団
　

部
　

長

　
前 

川 

博 

栄

旭 

分 

団
　

部
　

長

　
栗 

林 

義 

幸

旭 

分 

団
　

部
　

長
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史

■
特
別
表
彰

元 

福
原
分
団

　
　
　

福 

良 

克 

己

■
内
助
の
功
労
章

本
　
　

団
　

副
団
長

　
西
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一
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副
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妻

　
谷 

崎 

香 

里 

四
、
小
松
島
警
察
署
長
感
謝
状

生
実
分
団
　

部
　

長

　
関
　  

康 

昭

旭 

分 

団
　

副
分
団
長

　
清 

井 

正 

往

五
、
勝
浦
地
方
分
会
長
表
彰

福
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章  

傍
示
分
団
　

団
　

員

　
滑 

川  

　
達   

福
原
分
団
　

班
　

長

　
大 

上 

　 

也

六
、
上
勝
町
長
表
彰               

福
原
分
団
　

班
　

長

　
横 

田 

正 

和

本
　
　

団
　

班
　

長

　
岡 
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子 

本
　
　

団
　

班
　

長

　
原
田
寿
賀
子

福
川
分
団
　

班
　

長

　
古 

田 

祐 

樹

七
、
上
勝
町
消
防
団
長
感
謝
状 

　
　
　
　
　
　
　
︵
退
団
者
等
︶                         

■
退
団
者

元 

福
原
分
団
　
　
　
　

福 
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己

元 

本
団
　
　
　
　
　
　

西
野
美
知
子

元 

本
団
　
　
　
　
　
　

西
峰
マ
ス
ミ

元 

本
団
　
　
　
　
　
　

針 
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美

元 

本
団
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畑 

昭 

子

元 

本
団
　
　
　
　
　
　

田 

中 

貴 

代

元 

本
団
　
　
　
　
　
　

田 

村 

幸 

子 

元 

本
団
　
　
　
　
　
　

星 

場 

惠 

子

元 

本
団
　
　
　
　
　
　

関
本
千
津
子

元 

本
団
　
　
　
　
　
　

金 

児 

希 

美

元 

本
団
　
　
　
　
　
　

坂
本
真
理
子

元 

福
川
分
団
　
　
　
　

前 

川 

孝 

好

元 

藤
川
分
団
　
　
　
　

西 

口
　  

博   

元 

福
原
分
団
　
　
　
　

新 

開 

法 

久

元 

福
原
分
団
　
　
　
　

志 

摩 

光 

俊

■
初
期
消
火
協
力
者

上
勝
町
生
実

　 

野
尻
自
主
防
災
会

　平成23年12月20日県庁講堂におい

て農業委員及び農業委員会職員に対す

る知事感謝状授与式が行われました。

　本町農業委員会から、古田勝子氏が

平成11年からの長年の功績を称えられ、

知事感謝状が授与されました。

知事感謝状授与

防火・防災の決意新たに！

上勝町消防団出初式上勝町消防団出初式上勝町消防団出初式上勝町消防団出初式上勝町消防団出初式
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上勝町消防団出初式の様子

放水訓練の様子
知事感謝状を授与された皆さん（前列左から３人目  古田勝子 氏）

表彰の様子

平
成
二
十
三
年
度

上
勝
町
消
防
団
入
団
者

平
成
二
十
四
年

上
勝
町
消
防
団
出
初
式 

表
彰
等
受
賞
者
名
簿



　新春を彩る恒例の徳島駅伝大会が、１月３日

に開会式を行った後、１月４日から３日間、

計43区間（257.3キロ）阿波路を舞台に開催

されました。

　各選手は地元代表の誇りを胸に健脚を披露

しました。

　本町から選出された古田祐樹主将（正木）

は12区、24区、大上雄一郎選手（正木）は

19区、胡井昭俊選手は10区を力走しました。

　結果、勝浦郡チームは15位と昨年と同じで

したが、一般勢に新人も加わり、中学男女が

奮闘するなど次回につながる明るい材料もありました。

　勝浦郡の人口は参加15郡市のうち最少ではありますが、次回の大会でも全区間参加す

ることを第一の目標として、次回の大会に向けて今後も選手の育成を進めていくことを

解団式で誓いあいました。

　最後になりましたが、町民皆様の暖かいご支援・ご協力に深く感謝申し上げます。

長岡裕人さんによる新成人代表謝辞

成人代表で記念品を受け取る谷崎 萌さん

右：胡 井 昭 俊 選手

古 田 祐 樹 選手 中：大 上 雄 一 郎 選手

　
一
月
二
日
、
平
成
二
十
四
年

上
勝
町
成
人
式
が
高
鉾
公
民
館

に
お
い
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
新
成
人
十
三
名
が
出
席

し
て
の
晴
れ
や
か
な
式
典
と
な

り
ま
し
た
。

　
新
成
人
を
代
表
し
て
、
長
岡

裕
人
さ
ん
︵
傍
示
︶
が
﹁
上
勝

町
か
ら
被
災
者
の
方
々
に
元
気

や
笑
顔
を
与
え
ら
れ
る
様
な
活

動
を
行
い
、
こ
れ
か
ら
の
上
勝

町
、
日
本
を
担
え
る
大
人
に
な

り
た
い
﹂
と
決
意
の
言
葉
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

堀
田
冴
由
利

中 

村 

美 

紅

笠 

松 

町 

長

安
堵
教
育
委
員
長

田 

中 

恵 

美

谷 

崎
　  

萌

横
畠
菜
々
実

長 

岡 

裕 
人

山 
田 

健 

人

西 

蔭 

和 

樹

吉 

積 

大 

地

谷
　  

将 

也

 

山 

西 

俊 

輝

楠 

平 

光 

俊

安 

堵 

祐 

司

新成人を祝って新成人を祝って新成人を祝って新成人を祝って新成人を祝って

　
旭
︵
神
田
︶
に
十
二
月
二
十
四
日
か
ら
一
月
八
日

ま
で
、
座
・
あ
さ
ひ
、
旭
い
っ
き
ゅ
う
運
動
会
の
メ

ン
バ
ー
が
、
心
を
こ
め
て
制
作
し
た
［
ビ
ッ
ク
門
松
］

が
飾
ら
れ
ま
し
た
。

　
松
や
竹
、
南
天
な
ど
、
地
域
の
方
々
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
新
年
に
彩
り
を
添
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
も
、
座
・
あ
さ
ひ
、
旭
い
っ
き
ゅ
う
運
動
会

の
活
動
に
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
年
を
お
を
お
祝
い
し
て

新
年
を
お
を
お
祝
い
し
て

新
年
を
お
祝
い
し
て
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インフルエンザＡ型 流行の歴史

1970 1980 1990 2000 2010 （年）

Ｈ3Ｎ2

Ｈ1Ｎ1 Ｈ1Ｎ1

1968年（香港型）

1977年（ソ連型） 2009年（新型）

⇦ 正しいマスク装着方法

　  〇 鼻と口の両方を確実に覆います。

　  〇 ゴムひもを耳にかけます。

　  〇 フィットするように調節します。

⇦ 効果のないマスク装着の例

　  × 鼻の部分に隙間がある。

　  × あごが大きく出ている。

上勝町無料電話健康相談 0120-24-8174
24時間　  や ま い な しフリーダイヤル

知

得

知

得

っ
て

す
る

健
康
情
報

川

人

　

愛

165

　
注
意
が
必
要
な
の
は
以
下
の
方
々

で
す
。

● 

お
年
寄
り

● 

お
子
さ
ん

● 

妊
婦
さ
ん
　

● 

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患︵
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
︶、

　
喘
息
、
慢
性
心
疾
患
、
糖
尿
病

　
と
い
っ
た
持
病
の
あ
る
方
。

　
持
病
の
あ
る
方
は
主
治
医
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
主
治
医
と
相
談
し
て
で
き
る
だ

け
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
目
安
と
し
て
、
比
較
的
急
速
に

38
℃
以
上
の
発
熱
が
あ
り
、
せ
き

や
の
ど
の
痛
み
、
全
身
の
倦
怠
感

を
伴
う
場
合
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
感
染
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
こ
う
い
っ
た
症
状
が
あ
る

場
合
は
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

　
お
年
寄
り
や
お
子
さ
ん
、
妊
婦

さ
ん
、
持
病
の
あ
る
方
、
そ
し
て

下
記
の
よ
う
な
重
症
化
の
サ
イ
ン

が
み
ら
れ
る
場
合
は
、
す
ぐ
に
医

療
機
関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
近
く
に
あ
る
内
科
・
小
児
科
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

・
周
り
の
人
に
う
つ
さ
な
い
よ
う
、

　
マ
ス
ク
を
し
て
行
く
と
良
い
で

　
し
ょ
う
。

・
普
段
か
ら
か
か
り
つ
け
医
を
見

　
つ
け
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
治
療
に
は
、

抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
薬

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

● 

薬
は
医
師
が
必
要
と
認
め
る
場

　
合
に
の
み
処
方
さ
れ
ま
す
の
で
、

　
処
方
さ
れ
た
ら
指
示
に
従
っ
て

　
服
用
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

症
状
が
あ
る
間
は
水
分
の
摂
取

　
も
必
要
で
す
。
汗
を
か
い
た
と

　
き
や
脱
水
症
状
の
予
防
の
た
め

　
に
も
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
し

　
ま
し
ょ
う
。 

　
﹁
他
の
人
に
う
つ
さ
な
い
﹂
こ

と
が
大
事
で
す
。

　
同
居
す
る
他
の
家
族
、
特
に
重

症
に
な
り
や
す
い
お
年
寄
り
な
ど

に
は
な
る
べ
く
接
触
し
な
い
よ
う

心
が
け
、
患
者
さ
ん
は
で
き
る
だ

け
他
の
家
族
と
離
れ
て
静
養
し
ま

し
ょ
う
。

● 

感
染
予
防
の
た
め
、
１
時
間
に

　
１
回
程
度
、
短
時
間
で
も
、
部

　
屋
の
換
気
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

● 

せ
き
が
出
る
と
き
は
、
患
者
さ

　
ん
は
マ
ス
ク
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

● 

家
族
が
患
者
さ
ん
と
接
す
る
と

　
き
に
は
念
の
た
め
マ
ス
ク
を
着

　
用
し
、
お
世
話
の
後
は
、
こ
ま

　
め
に
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

● 

熱
が
下
が
っ
た
あ
と
も
、
２
日

　
程
度
は
他
の
人
に
う
つ
す
可
能

　
性
が
あ
り
ま
す
。
熱
が
下
が
っ

　
て
症
状
が
治
ま
っ
て
も
、
２
日

　
ほ
ど
学
校
に
行
か
な
い
よ
う
に

　
し
、
自
宅
療
養
す
る
こ
と
が
望

　
ま
し
い
で
し
ょ
う
。

● 

し
か
し
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感

　
染
力
は
と
て
も
強
く
、
こ
の
よ

　
う
な
対
策
を
行
っ
て
い
て
も
家

　
庭
内
の
誰
か
に
う
つ
っ
て
し
ま

　
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
家
族
の
一
人
ひ
と
り
が
イ
ン
フ

　
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
取
り
組
む
こ

　
と
が
大
切
で
す
。

　
﹁
せ
き
や
く
し
ゃ
み
を
す
る
と

き
は
、
飛
沫
に
病
原
体
を
含
ん
で

い
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
﹂と
い
う
こ
と
で
す
。

● 

せ
き
や
く
し
ゃ
み
を
す
る
と
き

　
は
他
の
人
か
ら
顔
を
そ
ら
せ
ま

　
し
ょ
う
。

● 

テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
で
口
と
鼻
を

　
覆
い
ま
し
ょ
う
。

● 

せ
き
、
く
し
ゃ
み
が
出
て
い
る

　
間
は
マ
ス
ク
着
用
が
推
奨
さ
れ

　
て
い
ま
す
。

　
高
熱
が
で
て
い
る
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
て
い

る
家
族
が
い
る
な
ど
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
疑
い
の
あ
る

人
は
、
診
療
所
を
受
診
す
る

前
に
電
話
で
連
絡
を
く
だ
さ

い
。
受
診
の
仕
方
な
ど
を
お

伝
え
し
ま
す
。

　
院
内
で
の
感
染
予
防
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

健
康
の
　
　
　
　
に
な
ろ
う

達
人
達
人
達
人

　
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
寒
さ

が
厳
し
く
な
り
冬
本
番
と
な
っ
て

き
ま
し
た
ね
。
風
邪
な
ど
ひ
か
な

い
よ
う
に
体
調
管
理
を
し
っ
か
り

と
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
今
月
は
予
定
を
変
更
し
て
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
の
お
話

で
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
力
は

非
常
に
強
く
、
日
本
で
は
毎
年
約

一
千
万
人
、
約
十
人
に
一
人
が
感

染
し
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
ら
、
皆
さ

ん
一
人
ひ
と
り
を
守
る
た
め
に
は
、

ま
ず
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
そ
の
も

の
を
良
く
知
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
そ
れ
で
は
、
あ
な
た
が
日
頃
抱

い
て
い
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の

十
の
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

　
Ａ
型
に
は
Ｈ
１
Ｎ
１
と
Ｈ
３
Ｎ

２
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
Ｈ
１
Ｎ
１
⋯
か
つ
て
は
ソ
連
型

と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
が
流
行
し

て
い
ま
し
た
が
、新
た
に
二
〇
〇
九

年
に
発
生
し
た
型
が
、
ソ
連
型
に

置
き
換
わ
っ
て
流
行
し
て
い
ま
す
。

　
Ｈ
３
Ｎ
２
⋯
香
港
型
と
呼
ば
れ

て
い
る
も
の
で
、
一
九
六
八
年
か

ら
流
行
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
２
つ
の
ウ
イ
ル
ス
が
ど

の
よ
う
に
流
行
す
る
か
は
そ
の
年

に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。
二
〇
〇
九

年
の
よ
う
に
新
た
な
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
発
生
す
る
可
能
性
も
。

　
そ
し
て
、
こ
の
Ａ
型
の
ほ
か
に

Ｂ
型
が
あ
り
ま
す
。
Ａ
型
と
Ｂ
型

は
症
状
も
似
て
お
り
、
予
防
対
策

も
同
じ
で
す
。

　
飛
沫
感
染
と
接
触
感
染
の
２
種

類
が
あ
り
ま
す
。

　
飛
沫
感
染
は
、
感
染
し
た
人
が

せ
き
を
す
る
こ
と
で
飛
ん
だ
、
飛

沫
に
含
ま
れ
る
ウ
イ
ル
ス
を
、
別

の
人
が
口
や
鼻
か
ら
吸
い
込
ん
で

し
ま
い
、
ウ
イ
ル
ス
が
体
内
に
入

り
込
む
こ
と
で
す
。

　
感
染
し
た
人
が
せ
き
を
手
で
押

さ
え
た
後
や
、
鼻
水
を
手
で
ぬ
ぐ

っ
た
後
に
、
ド
ア
ノ
ブ
、
ス
イ
ッ

チ
な
ど
に
触
れ
る
と
、
そ
の
触
れ

た
場
所
に
ウ
イ
ル
ス
を
含
ん
だ
飛

沫
が
付
着
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
場
所
に
別
の
人
が
手
で
触

れ
、
さ
ら
に
そ
の
手
で
鼻
、
口
に

再
び
触
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
粘
膜

な
ど
を
通
じ
て
ウ
イ
ル
ス
が
体
内

に
入
り
感
染
し
ま
す
。
こ
れ
を
接

触
感
染
と
い
い
ま
す
。

　
飛
沫
感
染
、
接
触
感
染
と
い
っ

た
感
染
経
路
を
断
つ
こ
と
が
大
事

で
す
。

● 

人
が
多
く
集
ま
る
場
所
か
ら
帰

　
っ
て
き
た
と
き
に
は
手
洗
い
を

　
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

● 

ア
ル
コ
ー
ル
を
含
ん
だ
消
毒
液

　
で
手
を
消
毒
す
る
の
も
効
果
的

　
で
す
。

● 

普
段
か
ら
の
健
康
管
理
も
重
要

　
で
す
。
栄
養
と
睡
眠
を
十
分
に

　
と
り
、
抵
抗
力
を
高
め
て
お
く

　
こ
と
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発

　
症
を
防
ぐ
効
果
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
予
防
接
種
も
重
要
で
す
。

● 

予
防
接
種
は
発
症
す
る
可
能
性

　
を
減
ら
し
、
も
し
発
症
し
て
も

　
重
い
症
状
に
な
る
の
を
防
ぎ
ま

　
す
。

● 

た
だ
し
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
が
持

　
続
す
る
期
間
は
、
一
般
的
に
は

　
５
ヶ
月
ほ
ど
で
す
。

● 

ま
た
、
流
行
す
る
ウ
イ
ル
ス
の

　
型
も
変
わ
る
の
で
、
毎
年
、
定

　
期
的
に
接
種
す
る
こ
と
が
望
ま

　
れ
ま
す
。

風
邪
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
違
い
ℕ
て
？

Ｑ１

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
ど
う

や
ℕ
て
治
す
の
？

Ｑ８

せ
き
エ
チ
ケ
兊
ト
ℕ
て

ど
う
い
う
こ
と
？

Ｑ10

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
Ａ
型

と
Ｂ
型
の
違
い
ℕ
て
？

Ｑ２

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は

ど
う
や
ℕ
て
う
つ
る
の
？

Ｑ３

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
う
つ

ら
な
い
よ
う
に
す
る
に
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

Ｑ４

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
症
状

が
重
く
な
り
や
す
い
人
は

ど
ん
な
人
？

Ｑ５

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
は
ど

ん
な
症
状
が
で
た
ら
医
療

機
関
へ
行
け
ば
い
い
の
？

Ｑ６

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
な
と

思
ℕ
た
ら
Ὶ
ど
の
医
療
機

関
に
行
け
ば
い
い
の
？

Ｑ７

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

か
か
ℕ
た
と
き
Ὶ
特
に

気
を
つ
け
る
こ
と
は
？

Ｑ９

67

風　邪

症　状

一年を通し
ひくことが
あります。

38℃以上の発熱やせき、
のどの痛み、全身の倦怠
感や関節の痛みなどの全
身症状。

鼻水やのど
の痛みなど
の局所症状。

１月～２月に流行のピーク。
ただし、4月、5月まで散
発的に流行することも。

流行の

時　期

インフルエンザ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

一  

問  

一  

答

み
ん
な
で
知
っ
て
、

　
　
み
ん
な
で
注
意
！

お子さんでは

□ けいれんしたり 
　 呼びかけにこたえない

□ 呼吸が速い、苦しそう

□ 顔色が悪い（青白）

□ 嘔吐や下痢が続いている

□ 症状が長引いて悪化してきた

大人では

□ 呼吸困難、または息切れがある

□ 胸の痛みが続いている

□ 嘔吐や下痢が続いている

□ 症状が長引いて悪化してきた

重症化のサイン



89

案 内 板 こ
ん
に
ち
は

保
健
師

保
健
師
で
す
で
す

保
健
師

保
健
師
で
す
で
す

保
健
師
で
す

貯 筋 教 室貯 筋 教 室

■日　時　２月18日⑦
　　　　　15時30分  上勝町発

　　　　　16時30分  開会

　　　　　※会場までは福祉バスで移動予定です。

■場　所　ラウンドワン徳島万代店

■参加費　１人500円（当日集金）

■要　項

・１チーム４名の団体戦

・２ゲーム合計点により競う。

・町内在住者もしくは町内の事業所に勤務す

　るものを対象とし、年齢制限は設けません

　がスムーズに競技がおこなえる者。　

・児童生徒が参加する場合は、チームに成人

　が１名以上所属し、児童生徒の監督を行え

　ること。

・参加者の事故等については傷害保険の範囲

　内で対応しますが、それ以外は責任を負い

　ません。

■申込み

  ２月８日④までに名簿を教育委員会まで提出

すること。（厳守）

　先着７チームとさせて頂きます。

﹁
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
﹂

の
実
現
を
目
指
し
て
、
次
に
よ

り
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
上

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
　

時

平
成
二
十
四
年
二
月
十
八
日︵
土
︶

十
四
時
〜
十
九
時
︵
予
定
︶

場
　

所

上
勝
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
第
一
部

演
題
　

上
勝
町
遊
休
資
源
活
用

　
　
　

の
ス
ス
メ

講
師
　

佐
藤
幸
好
氏
︵
社
団
法

　
　
　

人
徳
島
県
建
築
士
会
会

　
　
　

長
・
特
定
非
営
利
活
動

　
　
　

法
人
郷
の
元
気
副
代
表
︶

■
第
二
部

事
例
発
表

　
美
し
い
集
落
再
生
の
取
り
組
み

発
表
者

　
上
勝
町
長
　
　

笠
松
和
市

　
上
勝
町
参
事
　

桑
原
定
夫

　
大
北
・
谷
口
集
落
代
表

　
　
　
　
　
　
　

多
田
和
幸
氏

■
第
三
部

大
阪
大
学
学
生
研
究
発
表

　
大
阪
大
学
大
学
院
准
教
授
の

神
前
進
一
ゼ
ミ
の
学
生
が
、
本

町
の
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
の
研
究
発
表
を
行
い

ま
す
。

発
表
内
容

一
、
山
犬
嶽
の
保
全
と
上
勝
町

　
　

観
光
の
可
能
性

二
、
棚
田
の
保
全
に
効
果
的
な

　
　

要
素

三
、
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
に
お

　
　

け
る
関
係
者
の
多
様
性
と

　
　

価
値
観
の
共
有

四
、
上
勝
町
に
お
け
る
農
家
民

　
　

泊
の
可
能
性

五
、
上
勝
町
に
お
け
る
農
家
民

　
　

宿
の
発
展
と
そ
の
在
り
方

六
、
棚
田
に
対
す
る
住
民
の
意

　
　

識
と
今
後
の
保
全
活
動
の

　
　

提
案

七
、
農
村
滞
在
型
研
修
が
地
域

　
　

に
も
た
ら
す
影
響
と
今
後

　
　

の
展
開

お
問
い
合
わ
せ
先

上
勝
町
役
場
産
業
課

第４回第４回「上勝着物勝着物の日」開催開催第４回第４回「上勝着物勝着物の日」開催開催第４回「上勝着物の日」開催

上勝町

体育協会主催

﹁
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
﹂

　
　
　
　
　
　
　
　
研
修
会
の
開
催

親睦ボウリング大会の親睦ボウリング大会の
開催について開催について
親睦ボウリング大会の
開催について

穿通枝
（細動脈0.2ҭ）

大動脈（25ҭ）

腎動脈

輸入細動脈

大動脈弁
血圧

右１本
左２本

冠動脈
（４ҭ）

中大脳動脈
（３ҭ）

腹
部
大
動
脈

（0.10.1ҭ）ҭ）（0.1ҭ）
（1.51.5ү）ү）（1.5ү）

着物に親しむ日、無料で着付け致します。

華やいだ気分で、上勝を遊びましょう！

● 日　時　平成24年２月19日㈰
　着付け受付９：00〜11：00（着付けは12時まで）

● 場　所　福原ふれあいセンター

　着付け・着物レンタル（無料）

　＊レンタルは一式20着まで、要予約。

　ご希望の方は事前にお問い合わせください。

● お問い合わせ　ゼロ・ウェイストアカデミー

　　　　　　　　I P電話 090−3438−9545

（このイベントは平成23年徳島県企業局ダム

水源地サポート事業の補助を受けています。）

当日は町内関連企画あります！
■むかしあそび茶屋（くるくるハウス）

■アコースティックライブ（いっきゅう茶屋）

■押し葉はがき作り（ふれあい館）

■着物の方ご優待サービス（月ヶ谷温泉）

　などなど、どうぞご期待ください。

ところ

コミュニティ
センター

会　費

500円

2
月

22
日
㈬

貯筋
教室

14
時
〜
16
時

高血圧と動脈硬化　〜血圧が上がると血管はどうなるでしょう〜

血圧が高い状態が続くと、脳や心臓の血管が傷みます

高血圧が長く続くと、体の中の様々な血管が傷み、動脈硬化が進みます。

そこに血液を流れる脂肪などがたまり、 
血液の通り道が狭くなります。

血圧が高いと圧によって
血管の細胞が傷つきます

脳の血管 心臓の血管 腎臓の血管

臓器の役割

血管の構造

血圧が高い

とどうなる

の？        

どんなこと

がおこって

くる？      

体内でもっとも血流が
豊富な臓器で、心臓が
送り出す血圧によって
尿をつくる“ろ過”の仕
事をしています。

全身に血液を送り出す

ポンプの役割
全身の司令塔の脳。

薄い血管が傷つき、動脈
硬化を起こしやすくな
ります。また、強い圧に
よって血管が傷つくと、
体に必要なたんぱく質
などを尿から排泄して
しまいます。

血管が傷み、動脈硬化を

起こしやすくなります。

また、心臓はいつも酸素

不足になり、動きが悪く

なります。

血管が傷み、切れたり

動脈硬化を起こしやす

くなります。

太い血管（中大脳動脈）
から急に細い血管（穿
通枝）になっています。

太い血管（大動脈）から
急に細い血管（冠動脈）
になっています。

狭いところに密集して
いて、壁の薄い血管で
す。

左室肥大

心不全

心筋梗塞

狭心症

脳出血

脳梗塞

認知機能障害

蛋白尿

腎障害

腎不全

今、症状がない場合でも、脳卒中
や心臓病が発症するおそれがあり
ます。血圧が高くなり始めたら、
医師に相談しましょう。

高血圧により影響を受ける血管は…？

今年度残り回数わずかとなりました！

※ 定住センター：体育館シューズ必要です

時間：19時～20時30分

徳島大学  三浦先生の運動教室

コミュニティセンター

２月15日 ④ ２月29日 ④

傍示定住センター

　歯科衛生士による歯とお口の相談です。  

と　き

ところ 上勝町診療所

 ９：30〜 

11：00

 ９：30〜 

11：00

２月 ８日㈬①

２月 24日㈮②

血圧が高いと、血管が傷みやすい構造

歯の健康相談
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上乗せ部分
廃止

一般扶養 
控除廃止

廃
止

廃
止

特　　定
扶養控除
33万円

（38万円）

一　　般
扶養控除
33万円

（38万円）

老　　人
扶養控除
38万円
(48万円)

特　　定
扶養控除
45万円

（63万円）

0〜15歳
子供手当

16〜18歳
高校無償化

の対象

19〜22歳 23〜69歳 70歳以上

障
害
者
控
除

配
偶
者
控
除
・
扶
養
控
除

障害者控除
30万円
(40万円)

(特別障害者控除)

配偶者控除
扶養控除

同居特別
障害者加算

23万円
(35万円)

同居特別
障害者加算

23万円
(35万円)

障害者控除
30万円
(40万円)

(特別障害者控除)

配偶者控除
扶養控除

　住民税の申告が始まります。申告は確実に行って下さい。

　未申告の場合は不利益を生じる場合がありますので、全ての住民の方の申告をお願いします。

 申告をしなければならない人

　ϱ 営業や農業、その他の事業所得がある人

　ϲ 不動産（地代等）や資産の譲渡などの所得がある人

　ϳ 給与所得者で、給与所得以外に営業・農業・配当・不動産・譲渡等の所得がある人

　ϴ 勤務先から役場あてに給与支払報告書の提出のない人

　ϵ 平成23年の途中で、職場を退職した人

　϶ 無収入の人でも、所得証明などの証明書が必要となる方、各種行政サービスの提供を

　　 受けるため、町での所得確認が必要となる人は申告をお願いします。

 申告に必要なもの

　ϱ 印鑑       

　ϲ 源泉徴収票または事業主（勤務先）からの支払証明書       

　ϳ 所得の計算および必要経費がわかる書類       

　ϴ 生命保険等の各種控除の証明書または領収書       

　ϵ 社会保険料（国民年金保険料）控除証明書または領収書       

　϶ 寄付金控除がある場合は控除証明書または領収書       

　国民健康保険加入者は、この申告が国民健康保険税の算出基礎となりますので、所得の       

ない方でも必ず申告をして下さい。（申告がない場合は、軽減の適用をうけることができ       

ません。）住民税の申告受付は、次の日程により行いますのでご利用下さい。       

　なお、ご都合の悪い方は、３月15日⑤までに役場税務課で申告をして下さい。       

１）扶養控除の見直しについて     

　１．年少扶養控除（扶養親族のうち、年齢

　　　16歳未満のものをいう。）に対する扶養

　　　控除が廃止されます。     

　２．特定扶養親族（16歳以上、23歳未満）

　　　のうち16歳以上19歳未満の者に対する

　　　上乗せ部分（12万円）が廃止され扶養

　　　控除33万円とされます。     

２）同居特別障害者加算の特例措置の改組      

　　年少扶養に対する扶養控除の廃止に伴い、

　控除対象配偶者または扶養親族が同居の特

　別障害者である場合において配偶者控除ま

　たは扶養控除の額に23万円を加算する措置

　について特別障害者に対する障害者控除の

　額に23万円を加算する措置に改められました。

　有償ボランティア輸送会員の平成24年度申請手続きを、上記の役場税務課が行う申告の会場

でも実施いたします。この機会をご利用し、お手続きをお願いします。

☆お問い合わせ先　　上勝町シルバー人材センター

　　　　　　　　　　電話 44－6080　　I P 電話 050－3438－9545

☆登録に必要な物　　・印鑑　　

　　　　　　　　　　・会費　申請者　1,000円　　　家族会員　１名につき　200円

　　　　　　　　　　　(昨年の会員証兼領収証をお持ちの方は、ご持参ください)

　平成23年度の合併処理浄化槽の補助金申請受付については、予算限度額に達しましたので、

１月で終了となりました。

　上勝町では平成24年度も引き続き、これまでと同様の補助額で補助を行い、合併処理浄化

槽の整備促進を図ってまいります。

　平成24年度の合併処理浄化槽補助金申請については、平成24年４月より受付を開始いた

します。予算の範囲内での補助になりますので、補助希望の方は設置前に必ずご相談いただ

きますようお願い申し上げます。

■問い合わせ先 

役場住民課

TEL (0885) 46－0111
 I P  050－3438－8071

受付日程及び場所（受付時間　８時30分～16時）

有償ボランティアタクシー会員更新手続きについて

合併処理浄化槽の補助制度について

住民税の申告は２月16日㈭〜３月15日㈭ まで

月　　日

２月17日㈮

２月21日㈫・22日㈬

２月23日㈭・24日㈮

２月27日㈪

２月28日㈫・29日㈬

３月２日㈮

場　　　所

福原ふれあいセンター

旭基幹集落センター

傍示定住センター

福川集会所

役場支所

コミュニティセンター

地　区

福　　原

旭

傍　　示

福　　川

正　　木

生　　実

平成24年度　 個人住民税が改正されます

平成24年度合併処理浄化槽の補助金額

人槽区分

５人槽

７人槽

10人槽

332,000

414,000

548,000

補助金額（円）

※人槽の算定は、住宅の延べ面積により決定されます。

（　）内の数字は所得税
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　昨年まで、所得税の振替納税を利用していただいている方は、本年からは申告所得税「振替納税

のお知らせ」はがきを原則送付いたしませんのでご注意ください。

徳島税務署からのお知らせ

所 　 得 　 税 ３月15日 ㈭

税　　　　　目 申告・納付期限

アスティとくしま　

３階第２特別会議室

（徳島市山城町東浜傍示１）

２月１日㈬        〜  ３月15日㈭
（土・日・祝日を除く。ただし、２月19日及び２月26日の日曜日

 　は確定申告の相談・申告書の受付を行います。）

会　　　　場 期　　　　　　間

振替納税の口座振替日

４月２日 ㈪

３月15日 ㈭

４月20日 ㈮

４月25日 ㈬

口座振替は利用できません

個人事業者の消費税及び地方消費税

贈 　 与 　 税

受付時間は午前９時～午後４時まで（午後４時以降は受付できません。）。

この期間、徳島税務署庁舎内には、申告相談会場を設けておりません。

アスティとくしまの駐車場については、有料（１日200円）となりますので、ご理解とご協力をお願いします。

所得税の確定申告とは
　所得税の確定申告は、毎年１月１日から12月31日までの１年間に生じたすべての所得の金額とそれ

に対する所得税の額を計算し、申告期限までに確定申告書を提出して、源泉徴収された税金や予定納

税で納めた税金などとの過不足を精算する手続です。

公的年金を受給されている方へ
　平成23年分の確定申告から公的年金等の収入金額の合計額が400万円以下で、かつ、公的年金等に

係る雑所得以外の所得金額が20万円以下である場合には、「所得税の確定申告書」の提出が不要とな

りました。　

　■ この場合であっても、所得税の還付を受けるための申告書を提出することができます。

　■ 確定申告書の提出が不要な場合であっても、住民税の申告が必要な場合があります。

申告書を作成するときは

　国税庁ホームページの「確定申告書等作成

コーナー」を利用して作成し、郵送か電子申

告（ｅ－Ｔａｘ）で！ 

お早めに！

申告書は、自分で作成してお早めに

申告相談会場は「アスティとくしま」です！

ネットなら便利！  24時間  確定申告

【お問い合わせ先】

  徳島税務署　Ԡ 088－622－4131

　国民年金保険料の納入に口座振替を利用されますと、預(貯)金口座から自動的に保険料を納

めることができますので、納めに行く手間と時間が省け、納め忘れの心配がなくなります。

　また、早割（当月末振替）、６カ月、１年前納の場合は保険料が割引になります。

  口座振替の種類について

（１）通常納入（翌月末振替）………………………… 割引なし

（２）早割（当月末振替）……………………………… １カ月　　  50円の割引 ※

（３）６カ月前納 ………………………………………… ６カ月　1,020円の割引 ※

　　　（４月～９月分までを４月末に振替、10月～翌年３月分までを10月末に振替）

（４）１年前納 …………………………………………… １年　　3,780円の割引 ※

　　　（４月～翌年３月分までを４月末に振替）　　　※上記金額は、平成23年度の場合です。

  手続きについて

　● お申し込み先

　　年金事務所、口座をお持ちの金融機関

　● ご持参いただくもの

　　年金手帳等（基礎年金番号が確認できるもの）、預金通帳、金融機関届出印

　　※現在、口座振替による前納されている方で引続き同様の前納を希望される方は、

　　　再度お申込の必要はありません。

　年の途中から国民年金に加入された場合など、平成23年10月１日から12月31日までの間に、

はじめて保険料の納付をされた方については、２月上旬に控除証明書を発送することとしています。

　また、平成23年11月に発送しました控除証明書の証明欄にある納付済額や見込額以上に保

険料を納付されたときは、「11月に発送しました控除証明書」と、「追加で納付していただい

た保険料の領収証書」を申告書に添付してください。

　確定申告 （住所地を管轄する税務署で受付） の際に必要となりますので大切に保管して下さい。

　なお、お問い合わせ等は、控除証明書専用ダイヤルまたは年金事務所までお願いします。

４月から国民年金の納付は、便利で安心な
口座振替による前納制度はいかがですか？

社会保険料（国民年金保険料）控除証明書について

４月から口座振替による保険料納付をご希望の場合は

２月末 までにお申込をお願いします。

※一般電話・公衆電話から、市内通話料金でご利用いただけます。

※ＩＰ電話等の方は03－6700－1130へおかけください。

控除証明書専用ダイヤル

（平成23年11月1日～平成24年3月15日、平日８：30～17：15）

TEL ０５７０−０７０−１１７
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　後期高齢者医療制度の保険料につきまして、現在特別徴

収（年金から差し引かれている）の方で、口座振替でのお

支払いを希望される方は、住民課または役場支所の窓口で

お手続きください。 

☆申請に必要なもの

　・印鑑　

　・口座振替依頼書（本人控）

　［郵便局の場合は自動払込利用申込書（お客さま控）］

　 （※金融機関へ届出後に金融機関から発行されるものです。）

　・後期高齢者医療保険料納付方法変更申出書（役場に備付）

　お申し出の時期により年金からのお支払いを中止できる

時期、口座振替に切り替わる時期も個々に違います。ご了

承ください。

（お支払いいただく保険料の総額は変わりません。）

ご注意いただきたいこと

１．手続きに際しては、口座振替依頼書（本人控）等のコピー

　の提出が必要ですので、先に金融機関に口座振替の届出

　をしていただき、住民課または役場支所へ、口座振替依

　頼書（本人控）等をお持ちください。 

　金融機関への届出に必要なもの

　・振替口座の預金通帳

　・通帳のお届け印

２．本人以外の口座からのお支払いに変更した場合、その

　社会保険料控除は、口座振替により支払った方に適用さ

　れます。これにより、世帯全体の所得税や住民税が減額

　となる場合があります。

３．次に該当する方は、口座振替が認められません。

　ϱ過去２年間の後期高齢者医療保険料又は国保保険税に

　　滞納があり、かつ、やむを得ない特別な事情もない方。

　ϲ口座振替において振替不能になった方。（年金からの

　　お支払いに戻ります。）

　震災地へのボランティアなどにより緑のふるさと協力隊員への

応募が例年になく少数となっております。

　これにより本町への隊員派遣の人員確保ができない可能性があ

るとの事で、平成24年度からは受け入れを休止する事となりました。

　受け入れ再開時には広報でご案内しますので、引き続き住民皆

様のご支援ご協力をお願い致します。

■日 時　２月22日④
   　　　 午後７時～９時予定 
　

■場 所　福原ふれあいセンター 
　

■講 師　及 川 斉 志 氏

　ドイツのフライブルク大学において森林環

境学を学び、昨年12月に帰国、ドイツの林業・

自然保護やシェーナウという人口2,000人足

らずの町で起こった再生エネルギー利用運動

等について、上勝町において紹介していただ

きます。

毎週日曜日 7時30分〜14時

日比ヶ谷ゴミステーション
　廃タイヤ・廃バッテリー
　  　…１㎏まで毎に100円

　家電製品…有料

廃タイヤ・廃バッテリーの収集
粗大ごみ・家電製品（テレビ・エ
アコン・洗濯機・冷蔵庫）の回収

今 月 の 納 税

後期高齢者医療保険料 ６期分

町 県 民 税 ３期分

後期高齢者医療保険料 ７期分

国民健康保険税 ７期分

納期限 平成24年２月29日

国民健康保険税 ８期分

介 護 保 険 料 ８期分

督促状の出るもの

介 護 保 険 料 ７期分

　納期限は１月31日でしたが、まだ未納の方
が見受けられます。未納者には、２月20日に
督促状を送付します。早急に納めてください。

　家庭内、近隣との悩みごとなど、登記相談

についてもお気軽にご相談ください。

上記にて障害者の方の支援、相談を受付けて
います。障害者手帳の取得、補装具、住宅改
修、居住サービス等どんなことでもお手伝い
いたしますので、お電話お待ちしています。   

農 業 簿 記

２月16日㈭　19時〜21時 
コミュニティセンター

２月23日㈭ 13時〜16時30分

高鉾公民館

心 配 ご と 相 談

２月25日㈯  10時〜15時 

※毎月第４土曜日９時〜正午まで開催

小松島市総合福祉センター

登 記 無 料 相 談

シーズ相談支援事業部 

☎ 0884-24-3366

障害者生活支援相談

英 会 話 教 室

毎週木曜日　無料 
初級クラス  19時〜20時 

上級クラス  20時〜21時

高鉾公民館
申込み・問合せ  教育委員会（45−0111）

平成24年度

緑のふるさと協力隊受け入れ休止について

● 特別徴収と口座振替の選択制について

後期高齢者医療保険料のお支払いについて

「年金からのお支払い」か 

「口座振替」の選択ができます。

放射能測定器の貸し出しを行います

講 演 会 開 催講 演 会 開 催講 演 会 開 催

〜「ドイツの林業・自然保護そして教育」〜

　農作物の安心・安全を確保するため、町内農家が使用する家畜・養魚等の飼料や農業用

腐葉土・肥料等の放射能の測定が簡単にできる測定器一台を購入しました。

　２月１日㈬から産業課において、町民の方が町内で、前述の目的に即した利用をされる

場合において無料で貸し出しを行います。

　ただし、導入台数が一台のみのため、希望者が

複数となった場合は、必ずご希望の日時に貸し出

しができるとは限りません。

　また、使用方法等の説明時間が、30分程度必

要となりますので、ご希望の方はあらかじめ下記

まで予約を入れて下さい。

　詳しくは、産業課　環境係東まで、お問い合わ

せ下さい。

産業課（0885）46－0111

■お問い合わせ　　産業課　東

参加 
無料

測定器（シンチレーションサーベイメーター）
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年
　

明

ひ
と
む
ら
の
芒
の
穂
先
杉
緑
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
　

童

押
し
せ
ま
り
父
の
伝
え
し
注
連
づ
く
り
　
　
　
　
　

枇
　

呂

神
様
に
手
抜
き
を
詫
び
て
年
用
意
　
　
　
　
　
　
　

弘
　

子

園
児
ら
が
冬
田
舞
台
に
感
謝
祭
　
　
　
　
　
　
　
　

美
代
子

か
た
く
な
に
農
業
に
生
き
冬
田
道
　
　
　
　
　
　
　

ヤ
ス
ヱ

ど
こ
か
ら
か
野
良
猫
来
て
は
日
向
ぼ
こ
　
　
　
　
　

や
す
子

縁
台
で
日
向
ぼ
こ
す
る
昼
下
が
り
　
　
　
　
　
　
　

冷
　

子

茜
空
な
る
ま
で
寸
暇
日
向
ぼ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　

善
　

男

旅
人
に
お
け
さ
流
し
て
佐
渡
冬
田
　
　
　
　
　
　
　

米
　

子

ビ
ル
街
の
底
よ
り
立
ち
て
石
蕗
の
花
　
　
　
　
　
　

真
理
子

川 

柳

酒
好
き
の
医
者
を
探
し
て
診
て
も
ら
う 

お
医
者
か
ら
禁
酒
言
わ
せ
る
妻
の
智
恵 

な
る
ほ
ど
と
め
が
ね
が
笑
う
よ
い
話
　
　
　
　
　
　

社
　

長

踏
み
し
め
る
落
葉
を
キ
ラ
と
光
ら
せ
て
初
日
輝
く
産
土
の
杜
　
　
　
　
　
　
　
　
　

恵
美
子

明
け
や
ら
ぬ
闇
つ
ん
ざ
い
て
鳴
る
警
報
消
防
出
初
め
に
緊
張
の
刻
　
　
　
　
　
　
　

綾
　

子

元
旦
に
八
十
路
の
朝
を
感
謝
し
て
拍
手
打
ち
て
心
晴
れ
や
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　

節
　

子

お
役
に
は
立
て
ね
ど
今
あ
り
町
民
の
ひ
と
り
と
さ
れ
て
温
も
り
に
い
る
　
　
　
　
　

三
　

都

窓
越
し
の
な
ご
り
紅
葉
の
鮮
や
か
さ
う
る
お
う
氷
雨
は
光
の
雫
　
　
　
　
　
　
　
　

茂
　

美

い
く
度
の
霜
に
枯
れ
ゆ
く
畑
の
蕗
い
の
ち
秘
め
い
る
小
さ
き
薹
見
ゆ
　
　
　
　
　
　

た
み
江

年
経
る
に
梅
の
香
し
る
く
匂
ひ
来
ぬ
夫
逝
き
て
よ
り
十
年
の
立
つ
　
　
　
　
　
　
　

美
恵
子

ろ
う
ば
い
の
蕾
ふ
く
ら
む
真
し
ず
か
に
黄
の
光
あ
わ
き
早
春
の
庭
　
　
　
　
　
　
　

志
津
子

老
人
会
八
十
人
も
集
ま
れ
ば
楽
し
い
気
配
は
部
屋
に
溢
れ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徹
　

夫

澄
み
わ
た
る
月
が
鏡
で
あ
る
な
ら
ば
今
宵
写
せ
よ
孫
の
笑
顔
を
　
　
　
　
　
　
　
　

ヨ
リ
子

年
変
り
幸
多
か
れ
と
初
日
に
て
合
わ
す
諸
手
は
祈
り
を
こ
め
て
　
　
　
　
　
　
　
　

民
　

江

そ
れ
ぞ
れ
の
寿
命
な
れ
ど
も
そ
れ
な
り
に
野
に
咲
く
花
も
悔
な
く
宜
う
　
　
　
　
　

米
　

子

さ
け
ず
　
　
　
　 

い  

し
ゃ
　  

さ
が
　
　
　
　

み

わ
ら
　
　
　
　
　

は
な
し

い  

し
ゃ
　
　
　  

き
ん
し
ゅ
い
　
　
　
　
　
　

つ
ま
　
　

ち
　

え

ふ

こ
う

う
べ
な

旭
山
の
学
校
年
明
け
古
式
ゆ
か
し
い
神
事 

ど
ん
ど
焼
き
お
ご
そ
か
に
煙
り
昇
龍
年
の 

万
物
良
否
占
ふ
平
穏
無
事
祈
り 

参
加
尊
し
年
初
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

信
　

一

　
再
認
定
申
請
時
に
お
け
る

診
断
書
の
提
出
が
﹁
二
年
に

一
度
﹂
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

︵
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
よ
り
︶

　
支
給
認
定
開
始
日
︵
受
給

者
証
の
有
効
期
間
開
始
日
︶

が
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日

以
降
と
な
る
再
認
定
申
請
を

さ
れ
る
際
に
は
、
診
断
書
の

提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

︵
た
だ
し
、
二
十
三
年
度
中

に
申
請
を
し
た
際
、
診
断
書

を
提
出
し
て
い
た
場
合
を
除

き
ま
す
。︶

　
﹁
二
年
に
一
度
﹂
の
提
出

で
す
の
で
、
診
断
書
を
省
略

し
て
再
認
定
申
請
を
さ
れ
た

場
合
、
そ
の
次
年
度
の
再
認

定
申
請
の
際
に
は
、
診
断
書

の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ご
注
意

・
受
給
者
証
の
有
効
期
間
は

　
こ
れ
ま
で
ど
お
り
一
年
以

　
内
で
す
。
毎
年
の
再
認
定

　
申
請
は
必
ず
行
っ
て
く
だ

　
さ
い
。

・
診
断
書
の
提
出
が
﹁
二
年

　
に
一
度
﹂
と
な
る
の
は
、

　
再
認
定
申
請
の
方
の
み
と

　
な
り
ま
す
。
有
効
期
限
を

　
過
ぎ
て
か
ら
の
申
請
に
は
、

　
診
断
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
再
認
定
の
手
続
き
は
、
有

　
効
期
限
の
三
ヶ
月
前
か
ら

　
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
期
限
切
れ
に
な
ら
な
い
よ

　
う
、
早
め
に
役
場
住
民
課

　
若
し
く
は
支
所
に
て
手
続

　
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
申
請
書
類
の
不
足
、
不
備

　
等
に
よ
り
、
町
で
の
受
付

　
日
が
有
効
期
限
経
過
後
と

　
な
っ
た
場
合
に
は
、
診
断

　
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

　
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
︵
申
請
に
必
要
な
書
類
が

　
す
べ
て
そ
ろ
っ
た
日
が
受

　
付
日
で
す
。︶

問
い
合
わ
せ
先

役
場
住
民
課

電
話 

〇
八
八
五
︱

四
六
︱

〇
一
一
一

Ｉ
Ｐ 

〇
五
〇
︱

三
四
三
八
︱

八
〇
七
一

‎
自
立
支
援
医
療
受
給
者
証

  
 
精
神
通
院
 
‏
を
お
持
ち
の
方
へ
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１ 募集学科　　普通科・衛生看護科

２ 出願資格

　（ア）中学校卒業、又は平成24年３月に中

　　　　学校を卒業見込の者

　（イ）中学校卒業と同等の学歴を有する者

　（ウ）衛生看護科については、徳島県立看

　　　　護学院准看護科に入学した者もしく

　　　　は徳島県立総合看護学校准看護科に

　　　　入学した者、又は、入学見込の者

　（エ）その他、高校入学の年齢に達してい

　　　　て学習の意欲のある者は、特科生と

　　　　して入学できる。

３ 入学願書等の請求期間

　 平成24年２月１日④～３月19日②

４ 出願期間

　  平成24年２月20日②・22日④・23日⑤

　  午後４時30分必着
　 

　  一次　平成24年３月５日②・７日④・８日⑤

　　　　  同上

　  二次　平成24年３月15日⑤・16日⑥・19日②

　　　　  同上 

５ 提出書類

　（１）普通科

　　ア）入学願書

　　イ）出身中学校又は最終出身学校の卒業

　　　　証明書若しくは卒業見込証明書又は､

　　　　修了証明書若しくは修了見込証明書

　　ウ）志願者の写真３枚(縦４ү×横３ү､正面

　　　　上半身脱帽､出願前６か月以内に撮影､カ

　　　　ラー・白黒いずれも可､裏に氏名を明記)

　　エ）住民票の写し（※ ただし､ 特科生に

　　　　ついては､ 上記イは不要とし､ 志願者

　　　　の写真の提出枚数は､ ２枚とする。)

　（２）衛生看護科

　　　　准看護学科合格後､ 「(1) 普通科」 と

　　　　同じ書類を提出する。

　（注）編入を希望する人は、イ) の代わり

　　　　に前籍高等学校の成績証明書（本校

　　　　所定の用紙）にて提出すること。

　（注）高校卒業程度認定試験科目合格者は

　　　　一定の範囲で修得単位として認めら

　　　　れるので ｢科目合格証明書｣ を出願時

　　　　に提出すること。

６ 選考方法　書類審査、作文及び面接を実施する。

７ 学　費　　年額　30,000円程度 

　　　　　　（教科書･学習書代等を含む）

　　　　　　　 * 年度当初に一括入金

徳島県立徳島中央高等学校  通信制課程　生徒募集のお知らせ

編
入
生

新
入
生

* 詳細については下記にお問い合わせください。

〒770-0006　徳島県徳島市北矢三町１丁目３番８号

　　　　　　  徳島県立徳島中央高等学校　通信制課程 電話 088－631－1332



平成24.１.１現在

戸籍の窓口

FM徳島で毎週水曜日16：30〜好評放送中！

これまでの放送は番組HPのポッドキャスト(録音)から聞けます。

http://www.fm807.jp/program/furusato/kamikatsu/

前月比

人 口

男

女

世帯数

1,905人（△７）
903人（△４）

1,002人（△３）
870戸（△４）

高齢化率　48.87％

ありがとうございました

（敬称略）彩保育園

子 供 用 下 着

り ん ご

みかん狩り体験

お 菓 子

飲 料

門 松 作 り

片 栗 粉

正 木

正 木

正 木

正 木

傍 示

傍 示

生 実

佐 野 清 乃

片　山　美代子

朝 川 彰 一

山 崎 和 喜

峯 下 恭 次

野 田 實 隆

金 児 希 美

品　　名 住所 氏　　名

グ
リ

ー
ン

情
報

か
み

か
つ

発
信

２
平

成
2
4
年

２
月

１
日

発
行
（

毎
月

１
回

発
行

）
№

4
9
1

印
刷

・
鳥

海
印

刷
㈲

こ
の

広
報

紙
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

12月の視察来町者数平成23年

件　　　　　　  名１５ １８８

日　　時 救急病院名
２月１日㈬
２月３日㈮
２月５日㈰
２月７日㈫ 
２月９日㈭
２月11日㈯
２月13日㈪
２月15日㈬
２月17日㈮
２月19日㈰
２月21日㈫
２月23日㈭
２月25日㈯
２月27日㈪
２月29日㈬
３月２日㈮

勝 浦 病 院
勝 浦 病 院  
勝 浦 病 院
勝 浦 病 院
上勝町診療所
勝 浦 病 院
勝 浦 病 院
勝 浦 病 院
勝 浦 病 院
勝 浦 病 院
勝 浦 病 院
上勝町診療所
勝 浦 病 院
勝 浦 病 院
勝 浦 病 院
勝 浦 病 院

平日 18時~翌朝9時　休日 19時~翌朝9時

上勝町診療所 ☎44-5010   勝浦病院 ☎42-2555

夜間救急当番表夜間救急当番表夜間救急当番表夜間救急当番表

正 木

傍 示

福 原

生 実

旭

607人（△1）

334人（△1）

268人（　0）

325人（△2）

371人（△3）

262戸（△1）

148戸（　0）

133戸（　0）

145戸（　0）

182戸（△3）

（敬称略）

株式会社ＮＴＴ西日本－四国  地域情報センタ

ＴＥＬ 0120－960－138  ＩＰ050－3438－9877　受付時間 9：00～17：00（平日）

土・日・祝祭日は留守番電話にてご用件を承ります。連絡先・氏名等は必ずお知らせ下さい。

故障かな？と思ったら下記までお問い合せ下さい。

インターネット及びＣＡＴＶ・ＩＰ電話サービスの入会・お問い合せ窓口

つつしんで
ご冥福をお祈りします

東 　 敬 治 53歳（ 旭 ）

中 川 和 平 86歳（傍示）

益 田 豊 　 67歳（傍示）

安 井 タ メ 90歳（正木）

栗 岡 久 子 90歳（ 旭 ）

おぎ　しょういち

（荻　 翔  一）

　こんにちは、協力隊の荻です。最近

は雪が降るだけではなく、積もってく

るようにもなりましたね。僕の地元で

は雪が積もることは滅多にないので、

真っ白な景色が新鮮で、未だに少々は

しゃいでしまいます。

　お正月前後は、いろどりのお手伝い

を中心に活動しておりました。年末は

PCでの注文取りから南天、ゆずり葉

などおせち料理に使われる葉っぱのパック詰め、年明けは柊やはす

芋などのパック詰めもさせてもらいました。

　せっかく上勝にいるのだから、自分もこの葉っぱを実際に使って

みようと思い、いろどりをふんだんに使ったおせちを作りました。

黒豆や栗きんとんなど作った料理は全て上勝の方々にレシピを聞き、

南天やゆずり葉などはいろどり農家さんに分けていただき、センス

は無いながらも飾り付けをしました。こうして自分で使うことで、

形や色などどのような葉っぱが喜ばれるかが実際にわかり、勉強に

なりました。

　また年明けは多くの方々に新年会に呼んでいただきました。どこ

のお宅もテーブルの上に入りきらないほどの皿を並べ、豪華な料理

を振る舞ってもらい、今年の正月は幸せの一言でした。

　残り一ヶ月と少し。悔いの残らないように、 

精一杯活動しようと思います！

皆さん、ヤッホー！番組パーソナリティの清水宏香です。
寒さ厳しい今日このごろですが、いかがお過ごしでしょうか？
先月、お正月飾りを燃やして無病息災を祈る「どんど焼き」に参加して
きました。
年末に上勝町で作ったしめ縄、無事上勝町の火で送ることができました。
私と同じように、手作りのしめ縄を持って来ていた
方もいらっしゃいました。これはなかなか他地域で
は見られませんよね。
ちなみに、今年はFM徳島の玄関にも取材の際に作っ
たしめ縄を飾らせていただきました。会社の方でも
喜んでもらって私も何だか誇らしかったです！
しめ縄作りを教えてくださった八重地の中内さん、
ありがとうございました！

番組では皆さんからの上勝情報を募集しています。
「こんなおもっしょい人がおる」「あんなごっついもんがある」

ぜひ取材に行かせて下さい！　宛先_kamikatsu@fm807. jpまで！

ヤッホーポイントから大声で叫んですっきり「今週のヤッホー！」、
元気の源を教えてもらう「かみ活力！」の出演者もお待ちしています！
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のふるさふるさと協力隊日記と協力隊日記のふるさと協力隊日記９


